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I.tT hetoFicityofallethrin (Allyl_ho-n7010gule
L OfcincrirlI)to.pupaeofthecompTo,nhouse,mo苧
_ quito (CuZci/PipL'eてS.Va;･PaZtenslc oquillptt)
､WhenappliedLinwater emulsionw asproved

J-approximJately10timesast6Ⅹic asethythrih

-(ethylhomologサ of cinerlln I)･一From th轟 st

..rcsults′ofl̀to2血ixtureLofalleihrlna'ndcthy-

thrin itwaslconcludedthai thesetwlotoxic-

ant主､act~similarly'tom osqllitopupa･′'.

OnthethockD_ownEffectofSo-calledPyr'ethrinsandAllethrinCoating虹os-

qtlito'cideIncensetoAdtLltsofthe＼Common'IIotlSe Ⅱosqtlito(Cutex坤 ,'e72SVd'･/
L･alZensCo'quilZelE). Studieson-theBiologicalAssaybfInsecticides.XVII･Sumio

N Ĝ̂ŜWA,Yo!hioIKATSUDA,_Akira/OKAL!0:T?･a'ndAlinoruO･fOHO(TakeiLiborat.ory･
TnstituterforChemical'Research,KyotoUniversity･.TakLatsuki,∫Ohsaka)･ Received

sep･払 1951;Botyi-Kagaku16･カ6･1951･′1-ithEhslishresume･181?i. ′

31･'pyreihrinsと AtI8如 inを塗布'した放 電線香のアカイ才力の成虫を落下仰転

せしめる効和 こつ.いて｡殺 虫剤?生物試虫 にふんする研払 革17報.長沢絶大 ･勝由純

郎 ･岡本晶 ･大野払 (京都大学化学軒先折武居酔究B).26･9･13･,.受弘一.＼

1-yrethrinslong/10g内外を合有する素地に 350

mg/10g担蛇の pyreth-riJs石油液を塗布すること･

によって 35mg/10g内外に珪せしめた蚊香は .よく

55mg/10g松蛇の普通の放牧映香湖品に世数やしやう

るというごとはまえ衰えからいわれてきているが,こl

の祁実をうら?'ける報街の矧 羊いまだこれをみない｡

-このmJL'･は,こう.し坤 実をたしカ_,毎 ことをもふく

めたつぎのことがらを検討する目的に実験し考察した､

結果をのベ串ものである｡すなわち (I)f･yrethrins

塗布は香の有効程度 (2)allethrin塗布映香との有効

皮の比較｡(3)生物試験用昆虫として*/をもちいるこ

との適否｡ I

･なおこの研究は,,その研究費の二⊥部を文部省科学折

死出ならびに純扱研究矧 こあおいだ｡allet叫 巧.を合

成された非上松三托ら.拭鹸試料の化学分析を担当さ

れJ=相即封 紙 ,ならびに数姫の計掛 こ遠沈 された柴

田如 け 蛾にあつく儲憩を炎する次筋であ争｡～

'′lI 実 験 材 料 ･ ､′

(I)ーPyrethrins'ここに頼 ･た pyiethrinsは_

蔭虫菊エキスを _nitroふethanFで抽出し,括髄 鞘

厨を通して精製した-ものでノbenzolR 6J7㌧(昭和18年

11凡 Jj本除虫菊協会におい･IC制定された除虫菊分析

節3法)_に上L)定立した結果は, .pyrethriJnsT,35.

01形,pyrethrinsII,63.30% の渡合物である｡

I(2)Allethrin(aJlyl-cinerin)｡当研究室におい
_lTt;
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)

'7て合成した dl-Gis,t.ransi混合物で,その純蛇は 96

-97% である｡_

I､(3)兼地紋軍｡普通の市販蚊取扱香与おなじ横披な

らびに方法によって混合製造せられたもので,その組

成は未粉53%,たぶ粉3声%,水分12%である｡･1､魅の

誼立は約2,6･Og.燃盛時間は6時間4略 で.おゝよそ -

～市販品?それとおな℃条件をそなえている{ 一

･(4)塗布の方法｡pyrethrins,allethriヮ ともこれ

_を'･ben.zolで約 9%,7%,5%およti'･.3%の搭枕と1

7-･し∵こね こ克也を1個づつ約 1秒間水平に投打tしてと･し-

りあげ室温において乾燥したものである91_傘の来他
に吸収される benzol溶液の畳tも ′大体 2芦であっ

た｡塗布映香に_吸着された有効成分含有考は約1炎妨

､4行にLめしたとおりIである｡しかし早め数仙 け べ

､て従来のhenzolp法による分析値をかかげたものであ

るが本法は qllethrin にたいしては適当ではなlTo

これl豆 いては別に報告するiまづであ考｡

~(5)7カイエカ･Tt虫｡供託昆虫としてもちいたア?,

イエカの成虫は,高槻市内の排水熟でその師を採兆し,

実験室内で羽化せしめたもので,.羽化校1乃至2郎 口

をつたものである｡

Itl 実輸装置 および方法 ､･

て1)実験宅臥 J上下に一2個のガ亨ス裂の円盤をもつ

在筏 20cm滞 さ 43cm (内容杭的 15.5.L)の肉厚ガ

ラス判円筒で,円蛙との間に!まゴムノ)'ツキツゲをはさ

~~んで気熱 こした｡下方の円盤の中央に混在5cm のすL
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をあけ,ここから供託昆虫を町人し.また点火した幌 一
坊を税番台にとl)つけてゴム栓の上にのせそこへおく

ようにした｡本波把はさきl才S野 ･上u ･村沢 ･大野

,6)長沢 ･故〕貯)lのしろした円筒とほや 小ゝ四である｡I

(2).突放方法{供拭昆虫を約201喧この円筒内に科人 -1

LJ.あらかじめ点火した投荷を下部の円孔からいれて

1分ru燃焼発旅せしめ,この発酔 歩より供託拙 llが飛 .

和不随におちいって落下仲居する個体を対数的rul隅を/L

もらで祝祭記鎖した｡33分15秒をもって1実助を終了､､

Llきく料について10回の実験をおこなってその結果を

錨許した｡な串耗料は洞感形の臨香を中央をとおって

4分し,分割されちこれらの小片中から at-ianldom 一･

にぬきとって実験に供した｡′準 供試昆虫は触雄の区 一̀I

別はおこなわなかった.-この実験は昭和26年8月14日

より18日l与いたる5日間においておこな?たもので, -

実験時の室温は320土20であった｡ ･

■
･IV 実 臨 結 果

争税香り処理時間 (T)と致落下仰転申痕琴YKぐ%):

との関係を訳読すさと第1式のごとくである｡

pyrethrins-乃至 benzophen･one~を合有する蚊硬 一二

qilG況

紛杏班詔の駁和によってイェ〝.エが箔下仰 宏ナろ111抗

性は,.時花Jlの対数にたいして正妙 こ分布するという布

鞄も すでに長沢 ･抜放!),長沢 ･仕田 ･7円13)によ

ってW.!.･･Sれた.アカイェカ成虫の pyrethrin;乃各

allethrin煙霧たたいする抵抗性も同様の分布様式を

しめナことを予想して,蕗下仰田虫敷革 YA･を pro-

hitykにおきかえて,tれにたいする時間 T(秒 ?_

対数t.与の開陳を ､missl'の時間致死琴曲晩の計算

方法によl)何桁方程式

yh-5+bo(トfc)L■

にもとめた｡その結果は爪2荻にしめナごとく-である｡

ここで 7.は中央値で致落下仰捻出数申分和 郎塊の-i

T ドの値の対軌 その道村政位Tc--log.T･]E-0本中大l
致落下仰転時間, bQは致落下仰郎 巨牢,すなわちも,

とむる回府在校の角係数で,その感歎1/b.=.Cは変 -

損された出 走性の正成分取 u慨 の標準偏差 で あ る｡ ･

effectとして㌧るした1/T.×100は,しこゎゆる投手のき

き吟という言残であらわした数位で,土の数倍の大き

いもの程,有効皮の掛 ･ことをしめす表現の値である｡

･iv 考 ･ー 察

坊2衣の実験結果からつぎに愉叩な考察をおこなつ

Table1.TheTimeT(see)-percentkn'ockdownYx(%)tallleofadultsofthecomrhon

housemosquito(CzJIcxpz'〆e7WVq･♪alle"sLCoquillett)bytheso-calledcoatingmosdtli⊥
tocideincensec'harged,､てith.pをrethrinsand.alitthrininvariousconcentiations.

｢Ⅰnc申se..,'r ･ CdatilーgmOSdquitocideincense, ComnlOn.mos-quitocidc in-CenSe rhslsfore.oating.

: ToXidantヾp -Pyrethrins- 'rA.ll占thrin Ⅰ'yr亡thrins̀ -

codeletter-.. P1...I.'pY .P3L∴p4: Al A2､. 3̂.や . ･.S B

ij8 0.0 ~0.一49-0｣00･0.36 0.由 -.0.00 1.45 1.58 0.00 0.00

-~丁2.0■ 0.61･2.45 4.65 6.ユl 81 7.2212.6610.00 0.LriGJ.I ∴ 0.00､

El ･2.1､2.2 1.82 ■4.41 8.7217.2:i 6字15.5625.6023.26 1.67､ :0.00
3.64 8.8910.2825.562035･4.32.22142.0344>21 2.2:2 0.00..

ヒ80一一l●■ 2.3.-2.42.5 ll.6220.1033.7242.2235 48._8876.8168.95 5.00 0.00
23.繋 41.1855.2364.45629168.8883.5885.26 `13.8【ト :,0.001

43.0363.2473｣2681.1.I-7209142860.5696.1497.37 _-20.561 ･'.0.00∽ 2.6.■ 65.468-4678.43946186.6393､09 93.89･.98898391 93.'89977897.101000099;4710000 _..-:36.67~5445 ′ -..0.00Ip.I

V)fl 2.798 a..99.1299.0296.51100.00 77096 ∴74L451∴ .0.59ト■.-.118p∴.

3.2.100.00 97.22 '4.71 .I

/
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Table2.Characteristicsofthetime-knockdolVnregressionisodosesofadultsofthe

commonhbdsemosquito(Culexpi♪iel'S Var･3'allelZSCoquillett)hytheso-calledmosqui-- -IA

toCideincensecharged､vithpyretllrinsandallethrininI,ariousCOnCentrations･ ､ ヽ

Table3･RelativeefEettivenPssotpyretbrinscoatingmosqbitocidcincensestostanda-

rdmosquitoeideincerlSe.
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り pyrethrinsを塗布t:た映番は.鋭香の全訳Ltに

_たいするpyrethriniの合有丑はそ山 王どたかくなく∫

苧 ても･毎通の脚 域 蚊攻防呑?そ川こ由 虻しめるこ

邑∴､とは充分可酢 あると叶 えら.ttる｡しかし='こで雄

老らの車ちいた準和す予ための燃焼物神 帆 前効成
分である･pyrethrinsを全然含有していないものであ

り,節1表の穀後列にみられるよ5.にこの燃姐 こよっ

て生ずる煙霧の有効圧托,ほとんどないものとみなさ

有 れるも壷 あるから･lgE･富にし卑しや る車 のpy'-

ロ｣.≡
i

TinpinlogJL'itlm J･/' .
Fjg･1.Time⊥knockdown.rcgrcssionisddo-

scsofadtlltsofthecom甲Onh-6use､n19SquitQへ
(Cutex･L"'L"'e"svar･baZlensCoqtlillett)bythe
so-でalled c9ating mosquitocide/incense

charged lVitや pyrethrinsin･variol]S COn一
ccntiAtionsr(toptobbtt9m-:39･7･,59･0･7年･l
and103.8mgperlog).

ておゝよその結論をみちぴきたいO- l
'ノ (1)Pyteihrins塗布艮香の有効塩軌 約 2表に_/

しめした結果よらpyretLrins塗布脱香の培準脱香に

たいするLO次の相対有効圧を,大沢 ･'重訳4)の表示方

法にしたがってt.めすと第3表のごとくなる｡これよ一

178 ､
′

一一~/

r.eihrins を含有する鮮 血をもちい七の覗問ゐ説と,

この班の実験結果とをそのま 比ゝ較して結論をみちぴ

される pyrethrins虫よりもすくなく,′pyreihr_ins

を素地に塗布することによって蚊収税香として′の祈効 一

価胎を鍵束の製延方幽 こよる紋様 杏以上にたかめう

るということはあやま-りか 噂 実とかんがえられる｡ ､

も'し球音ちのこL.でえた結盟にもとづいて罪出した時

間恐別 状致落't'仰腐虫数琴曲税を,.号らに求長する

ことによって他の高乃至抵鎖圧の切創こも泡mLえら ･

れると仮定すると按準にもちt､た 39mg/10g桂皮の

普通蚊収股香の有効皮に路せしめぬ i･■ここにもち

いた素地- p.yiethrinsを約 2)･3mg/10g程皮塗布 ･

疲宕せしめればよい=_由 ;理論的にいいえられる｡

(2)Allethrin塗布晩春の有効程度｡-tiyrもthr王nsI
'I
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Fjg.2.･Time-knockdolVnregressionis ム ー

dolsesotadult畠ofthecommonholtSemos-

) quito(Culeガ♪t'p2'ensvcr.♪allen･pCoqLlillett)
bytheso-calledcoating mosquitocidein -

_censecharg声dlYith.allethrinin variol7-S ･

Concen.tratidns(toptobottlo.m･･46･5･47･5
-and86.7′mgperlog).

箆市況香lSついておこなったとやなじように捺廠 香1●
Iごたいする相対有効圧を未読すると節4未のごとくで､

あるム癖4夫の結果より alletムrln を第1式の節4

市にLあした程度塗布したものは.I/L･づれも脚 …にも,-
ちいた硯香以上の有効淀に珪せしめるごとが可鴨であ

るとtつ てまちがいない｡前と同様,捺準陳杏と同等 ●.

の有効姥をもつ allethrin懲布杖杏は,ここでえら一

れた時間-没皮巾失政落下仲居虫数寧曲線の求長が他

の任乃至市埠皮にi=いして可能であると仮定すると,

allethri'nを的I2･617mg/10g塗布することによ?て

Table5･･The･relationtbet､veenlogtime(i)
.centknockdolVn.

∫ 一一
えられることになる｡･なおここで illeihTiム64.3!ngノ.
/10gを浩布吸荊せしめた粒杏(̂3)は.86･.7軸r･pg

を現前せLlめたそれ (ん)L'L)もよ,(きいている○化

学分析の結勅 ;大体殺初の投打(液のtTllcthrin紐皮阜･

発布牧石された 'allethrin-のそれとが平行的な関係

をしめしているから,有効成分含有丑のくいちがい亘

よる和効淀の辺矧t, 一応考艦の外におかれう.石o t

そして各%T如きについてえられた時間一致落下仰転申_a

琴曲院がすべて稲見すべきものであるごとを考え亘薄

くときは,やは-I)_%布の紺!･:tとなづた素地?質に特別

の相違があったとこ?切合は識別づけて声くことが安

当であろう｡なぜならば,先に空,ものべたよぅに蚊攻

脚 の坤 取千･.TIb一に柵 される祈如 &.?甲薄
みよるものでなく,松馳 水分イ村J一皿早の他さまぎ耳

な粂附こよって左右されるからである｡ ∫

(3)Pyrethrins塗布挽香と.allethn'n 塗布線

香との有効度の比較｡前2節におい.{pyrcthrir)i,｡

a!lcthrin両流布投杏とも,今阿;粒伽 ;試験に供した

現蛇堀野こおいては' ともに脚 に ,もちいた ･pyfでT

thrins39mg/10g荘蛇の背皿の蛇収税杏よ()),ち.や

イ工兵の成軸 こたいしてたかい-1f劾姥をしめすこ綾

しったが,つぎにこれらふJiっの相互の布助圧を比較ノ ′∴

･してケよう｡この切fiklm におい七ものべた よ'ぅ'に.

A3においでえら九た栂池土一応除外して考琴を軍を.

なうこと,とする.まづ河瀬の時間一換度中界致落手赫._/.
吃虫教卒の関係は C｡l-Ab形にも'とめえられるも?～
-とtでこれを計算する̀と第5表の叫 になる｡ノ､そ㌧荒

とれを図示L串のが第2図の実妹セある｡,約5夷にみ.

られるように,両者ともCnt-h申開係が割合鮮由だ

?ndlogconcentration'(C).lttlletooper -_,

､179
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成立し ,ー普通の混入扱香のごとき不奴別性がないこと

は,塗布そ?ものlこよって燃焼にゃんする物理性が･∴
せほど影響せられないことを意味する｡それゆえもし

裏 地の素馳 大量均一に重 しえたとL_千 これ衰 →
噺とする選一詩剤を塗布し製造した場合の取替の有効

度嘩声は,化学分析のみをもってしてもある程箆果し

⊥ちpyrethrin'S'ぉよぴallethrip準布両税香の伊部計

:渦 度や矢数落下仲宿虫敷革国情巌との:･叫 相互にこ車

･なづているから,三者?比較ほ指定した漁民乃至時間
･におい⊂それぞれにおこなわなければならない｡すな′

Iわち節咽 にみられるように 100pp.m 程皮の漁民で-
は両者の有効度02ブ比 L)はすくないが･40ppm ぐ

/らt'tの氾度で比陵するとその歪は前よりも大きくなつ･i-I
.てくる｡いいかえれば,̀allcthrin■を高洩皮でもちい

ればpAyrethri童七ちかい効力をあげえられるが･低J

.n琴になるにしたがって二者 の国劇よ次矧こはなれて∵

.く争｡.しかし_=ゐ場合pyrethrins塗布規杏の方がそ

の効力を低下せしやる瞬向が大きい∴しかIJここ七箆

_:意したけれはなもないこ､とは,4汲皮のpyrethrins塗

布税香にまつ亡えられた時間一致落下仲居虫敷革等損一一

'蛭回府税のbは,顎1回にみられる様に既成に田係な

rく煎 ひ としい.すなわち大体平行とみなせる開脚こ

おり.柑臼卜淡舵等致落下仲居虫数車地組(.T-C)YA･､

,･の'YA･を大きくとち.七もC〝E--Al噺 の ntま大体二､
-むである｡一方alleLhrin流布昧杏によってえら

れた時間一致落下仰転虫敷革等洩匹回将投のbは,･約

. 2回のごとく氾蛇にたいしてひとつの歯数甜尉こあ り,

､也鑑の桝 n.t串本Itbの腿は次節に増加している｡す

- T3:わち時ml一班皮等丑落下仰革虫数率地紋(T-C2Y〟.

の YK,を大きくとるlキしたがyjてC"i--h曲脱の n'

'J や次第l妄大きくLなり,YKをある程正大きくとると,,

pyre叫 ns塗布粗密とallcth'rin塗布線香と仕nの̀ '
大小の関棒がYK--50のときとi嘩 威し'_alletllrin･.1

-_塗布晩執羊pY-r叫rins塗布択香より有効である却寿
はかわらないが,一波皮による有効度の変化過程は前とti

ほ反対とな?てくra･.そこで二番比較のしやすい両者
の時Iuj一泊皮等致落下仰横虫敵軍回帰紋が平行である

とき,.すなわちC〝L--kのnが大体ひとい .i.みなこ
せる-Yh･をえらんで2着を比較することとする｡大

沢･長沢4)のいう1攻の点M+0,･すなわちYhr--84.
2%の点をえらんで両者の時間濃既曲紋をもとめると

つぎのようになる｡
Pyrcthrinsi+0･49569C-､3･518!5または

-CO.496t芦3297.2
Allethrin-1･+0.487906ゴ 3.32514 または

-CO.488t_-2114.2
180 _ノ

-､Concentra払n･C (mgt*rlog)

1.4

､stq甘亀9l.u!

Concentration･inlogarithm8.I
Flg.3.Therelationsbetwe-entimeand
･占oncentrAtilon.at.50per乍enttbrobif5)and
′84.2percent(probit,'6)kr)ockdown.Dlack'
circles～and sdlidlineisfor5gpercent

･knockdownofallethrin,blackcirelcsand
dottedlineisfor84.2perce'ntknockdown
ofalletllrin.Emptycirclesandsolidline
isfor50percentknockdownofpyre-.,
thrinsl emptyCirclesandbo-ttcdlin9is
for84.2percentknock(?wnofpyrethrins.

与こでn抹ほほひとい ･ようであるがら,両者をcom- ＼
binded した b｡-0.49117 を代入した時間氾舵1次I IJ

一致落下仰嘩虫数毎回信組ゐ方程式&'もとめるとそれぞ
れつぎのようになる｡･,_

∴ pyrethrinsI COA91L-3235･5l

AAllethrin･ CO.491lゴ2141.1 /

～ぁる波圧において84･2牢 を落す仲居せしめる時mJの

此をもって pyret中insとallethrinの詩力を比較

Eすると･3235･JG/2141･I-1･51113となる｡すなわち

allethrinltpyrethrinsよ.りもおよそ1.占l~倍の樺

'ヵを塗布蚊取除杏の場合は発揮するということができ_

る｡

ー(4)供託昆虫とし七枚をもちい8_こきの適否｡さき
に長沢･B野)は蚊収昧香の生物試験用昆虫●としてはカ

をもち十,ることが実際位相?それにも準じ,.∵
覇艶切

的であり,従来の検定方法であるイエll首千
の班用は,ち

_､
くまで準公定法の範境に属すべきも

のであ
ることをの

べた｡ところ_7
:EここJTC-注志を要する

ことは
,カをもち

こ
いでの故風土カの抵抗睦がイ主,,I
.
L

のそわ
よりもはる

-かによわいから,
試験装道内に封入する蛭
軍のLiLをあ

る程度すくなくしなければ正碓なる諮下仰
転の巧拙を

よみきることができなくなる｡すなわち玖
出せしある
映香の史をきわめてわづかな放た制限する
必要が虫じ

てくをた準,もし娩定試料の品即 ミ均等でない切創ま
試料をぬきとった部分に~より憶誠の蛭乃至質に変化が

､ヽ

■ ､-
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あ'り,ユー2回の突放結果をもってしては全休を代来せ

一､しめることが四mとなってくる｡それゆえもしそのよ

孟宗監 芸完三芸左::t票 芸漂 う…,btl.5:'票 ∴

おこなった実験結果を封訂‖ーてその映杏の価値を代衣

せしめる括PZにでるべきである｡いまか,)に1怨の燃

炊時間6時間40分,甲立 13･Og のものについて1回 .

の東映をおこなうもPと収受した場合は.I1,分間をか

ぎって燃焼発煙せしめておこなうカをもちいる方軌 iこ

400分の1の措定をもつ舵 法であると概括的にいい

えられ･これにたいして0･.5g を燃焼発放せLやて枚

定をぉとなう●ィ 土よ-を供託昆虫とする方法は26分わ

1′の措旺をもっ検定法であると,供討取否にのみ故意1
にかん手も東邦要田があL),他はすべて一瀞 こたもち

え串と＼､う佼定をおいて,相対的に比較しえられる｡

周畔剤塗布蚊衣紋杏ゐ変矧 こつい七は,他日相A･･ナ r

芸事岩触 る｡

｣ や鞍 .二･要
Pyrethrins..および,a11ethrfnを斡布した税碑 も

'背通の除虫菊蚊坂扱香中に合有されるpyreth;ins丑I

lチおよはな,t,分忠でも,よくこれを竣璃する有効坪を/

ア̀ヵィテカの成虫にたいしてしめし,同洩度の免荷税

香7:I.は pyrethrinsより qllpthrin.ゐ方が有効であ ･

る｡ある汲皮l羊おいて 84･2% を落下仰庶せしめる時t

肋 比をもってその新 の程度を比断 ると･凱 税 -.
香 の形掛 こh･tt'て依mLT=場合 ､?ll,ethrintま･pyre-
t'hr'insよ,I)も1･51倍の市力を有ナ争ことをトった｡一▲

な如 'ゐ成虫をもちいる蚊蛾 香の幼魚 t,もし線香

'.ゐ素質があまり均一でない場合は.できうるかぎ()釈

節16 戟

山 の部分から試料をぬ きt.って多くの実験をおこなう

埠賓がある｡一
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Theknockdown eTE占ctofs.0-called pyre-

thrinsandallethrinco･11lngmo等qu王tocideZnie-

nsetoadultsofthe′C'ommonllOuSemOSqllito

(C71lcxp7'L"lensi･ar.♪OEECnscoquillett).which

isehrgeditsactiveingredientbysuffusion

･method,_ismoreeffectiヽ･eatsameconcentr･flt-

iorltriantheordin-arypyrethrum･mosquitocide

incense.Andtheknockdowneffectofhlleth-

rincoatingtr.osquitocjdc.incenseisーaboutl･8

timesaseffectiveasthepyrもthrin畠Ico'ating

mosquitocideincenseat84･2percentknock

down.-･

.I I

PUT-ethroloneの'合成

抄

･､1:
StahleyH,IIarp?I:JDevelopmentsinlnscc-1 I

ticideChemistry:._Synthesisofthepyrethrin5.
CfT℡ ･

/ ＼･
CH2-CH

J n ClrEtOH
cH2 CHCaCCh
･＼o′

(I)･

CH2
ー/ ＼
CH2 Cl-lCl

. I J
CII2 C1-I.OEt
＼o/
(Ⅰり

sciFnCePro_gtes.sISS･Julylb51･449-438
cromtiie,Harper-及びilhomb毒onli次に戻す11

階段によ?て (A;)-tranS-pyreihroloneの合成に成
CH

撃 墜 一子 2ゝ flI ニ - こCII王 CII.OEt

＼o/∴

∴ (HⅠ)

cIItECH-CllFCIT･C一一O Lîlul-F･t20 - ′cH2-CIト CH--CHTCIT20H

l
pchこcSTTSN

(ⅠⅤ) -(V)

(ⅤⅠ) AC ' ivI.IU ･･

くCOMe)･CO,Et aq･NaOIL cf72=Cfト CII,ECIト Cll,CIl,Come

,(VIlI)

Nan-Et2CO3-Et20


